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HOW TO USE

本資料の使い方

本資料は、事業目的から逆算してSNSのKPIを設計し、月次で運用するためのテンプレートです。次の4STEPで進めることで、約15分で自社の運用方針が整理できます。

STEP 01

01
現状のKPIを

確認する

今、何を追っているかを棚卸しする

STEP 02

02
事業目的を

選ぶ

認知／興味／問い合わせ／採用から選ぶ

STEP 03

03
目的別KPIを

設計する

ワークシートで指標を書き出す

STEP 04

04
月次で管理・

改善する

月次KPI管理シートで運用

TIME REQUIRED所要時間：約15分記入例と併せてご活用ください。
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ISSUES

本資料で解決できる 3つの課題

次のような悩みを持つSNS運用担当者・マーケティング責任者・経営層の方に向けて設計しています。

ISSUE 01

01
再生数やフォロワー数

だけで成果を測定して

いる

数字は見ているが、事業成果とどう繋がっているかが説明できない状態。

ISSUE 02

02
事業の成果に紐付く

指標が分からない

何を追えば問い合わせや採用に繋がるのか、指標の選び方が整理でき
ていない。

ISSUE 03

03
月次レポートで何を

見ればいいか

分からない

毎月の振り返り会議で、確認すべき数値と改善の議論の型がない。
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WHY NOT VIEWS

再生数だけでは、 SNSの成果を判断できない

単独で判断できない3つの理由

REASON 01

再生数は「見られた数」であり「役立った数」ではない

視聴されただけでは、事業のどこに貢献したかは説明できない。

REASON 02

再生数が良くても、問い合わせや応募につながらない事例がある

数字が伸びても、想定していない層に届いていれば成果には結びつかない。

REASON 03

事業成果との距離が遠い指標では、経営判断に使えない

再生数単独では、経営が意思決定するための解像度に届かない。

DISTANCE TO OUTCOME

再生数から事業成果までの距離感

STEP 01

再生数

STEP 02

保存・シェア

STEP 03

プロフィール遷移

STEP 04

事業成果
（応募・問合せ）

上に行くほど事業成果に近い指標。再生数だけを見ると、下段の視聴だけで判断してしまうリスクがある。
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PITFALLS

再生数至上主義が引き起こす 3つの落とし穴

再生数だけを追いかけ続けると、 SNS運用は次のような方向にずれていきます。各落とし穴には、事前に設計しておくべき対策があります。

PITFALL 01

01
現象

バズ狙いの企画が増える

短期の伸びを求めて、事業テーマから離れた話題や刺激重視の企画に寄っていく。

対策

企画の前に、事業目的に紐付くテーマ軸を設計する

投稿ごとに「どの事業目的への貢献か」を明記した企画テンプレートを運用する。

PITFALL 02

02
現象

事業と無関係な視聴者が集まる

数は増えるが、想定していないユーザー層が中心となり、成果に繋がりにくくなる。

対策

ターゲット層と、届けたい人物像を運用ルールに明記する

プロフィール遷移や保存など、対象層の反応を測る指標を併走させる。

PITFALL 03

03
現象

担当者の評価指標がずれる

再生数が担当者の評価軸になり、事業への貢献ではなく数字合わせが目的化する。

対策

事業成果につながる中間 KPIを、評価指標として設計する

再生数だけでなく、プロフィール遷移・保存・問い合わせ等を評価軸に組み込む。
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FRAMEWORK

目的・KGI・KPIの違い

KPI設計を始める前に、上位概念である「目的」と「KGI」の関係を整理します。SNSは事業目的を実現するための手段です。

HIERARCHY

3階層の関係

PURPOSE

目的（Why）

KGI

最終的な成果指標

KPI

KGI達成のための中間指標

上位に「目的」がある。KPIは目的とKGIから逆算して選ぶ。

01 PURPOSE

目的：なぜSNSをやるのか（Why）

事業として何を実現したいのかという上位の意図。運用の判断基準になる。

02 KGI

KGI：最終的に達成したい数値

Key Goal Indicator。事業成果に直結する到達点。例：応募数、問い合わせ件数。

03 KPI

KPI：KGI達成のための中間指標

Key Performance Indicator。KGIに至る過程で追う指標。再生数・保存数など。
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REVERSE CALCULATION

KGIからKPIを逆算する考え方

KGIが決まったら、その達成に必要な行動を逆算し、 KPIを段階的に定義します。以下は「採用応募 10名」をKGIとした場合の構造の例示です。

ORDER OF THINKING

逆算の順序：事業目標  → 運用目標 → 各KPI

KGI

採用応募 10名

事業目標

KPI-1

採用ページ遷移  300件

応募検討層の遷移

KPI-2

プロフィール遷移  600件

興味関心層の遷移

KPI-3

保存数 1,500件

関心の可視化

KPI-4

再生数 15,000件

認知の入口

◄ REVERSE FROM RIGHT TO LEFT WHEN DESIGNING ►

設計時は右から左へ「 KGI → KPI」の順、運用時は左から右へ「再生数  → 応募」の順で観測する。

NOTE上記の数値は「構造の例示」です。自社の事業目標に応じて数値を設定してください（本資料では目標数値の目安は掲載していません）。
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WORKSHEET

SNS運用の目的を整理するシート

自社が重視する目的を、ウェイト 20%刻みで配分してください。合計 100%になるように選ぶことで、KPIの優先順位が決まります。

PURPOSE 01 認知

まだ自社を知らない人に知ってもらう

再生数・リーチ・インプレッションで到達を測る目的。

WEIGHT (%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

PURPOSE 02 興味・比較

興味を持った人に深く比較検討してもらう

保存数・視聴維持率・プロフィール遷移で関心度合いを測る目的。

WEIGHT (%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

PURPOSE 03 問い合わせ

興味関心層から問い合わせにつなげる

リンククリック・問い合わせ数・コンバージョン率で商談化を測る目的。

WEIGHT (%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

PURPOSE 04 採用

採用応募や説明会申込を増やす

採用ページ遷移・説明会申込・応募数で採用成果を測る目的。

WEIGHT (%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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KPI MAP

4つの目的と代表的 KPI早見表

目的ごとに、どの指標を優先して追うべきかを一覧化しました。以下は例です。自社の事業目標に合わせて選択してください。

目的 代表的KPI 指標の性格

認知 再生数 ／ リーチ数 ／ インプレッション数 どれだけ多くの人にコンテンツが届いたかを示す到達型の指標。

興味・比較 保存数 ／ 視聴維持率 ／ プロフィール遷移数 見た人が「もう一度見たい」「詳しく知りたい」と感じたかを示す関心型の指標。

問い合わせ リンククリック数 ／ クリック率 ／ コンバージョン率 興味関心層が商談化に向けて行動したかを示す転換型の指標。

採用 採用ページ遷移数 ／ 説明会申込数 ／ 応募数 採用候補者が応募プロセスに進んだかを示す採用成果型の指標。

NOTE以下は例です。自社の事業目標に合わせて選択してください。次ページ以降、各目的の指標を「意味／目的／低い原因／改善施策／確認頻度」で整理します。
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PURPOSE 01 AWARENESS

認知目的のKPI

まだ自社を知らない層に届けることが目的。6つの代表指標を「意味／確認する目的／低い原因／改善施策／確認頻度」で整理します。

指標 意味 確認する目的 数値が低い原因 改善施策 確認頻度

再生数 コンテンツが再生された回数。 到達数の絶対量と伸びを把握する。 フックが弱い／サムネイル/冒頭で離脱している。 冒頭2秒の設計を強化。テーマの絞り込みを見直す。 週次

リーチ数 コンテンツを見たユニークユーザー数。 新規到達層の広がりを把握する。 既存フォロワーへの配信偏重／露出面が狭い。 新規向けテーマの投稿を増やす。露出面を分散する。 週次

インプレッション数 コンテンツが表示された回数。 プラットフォーム上の露出量を把握する。 投稿頻度が低い／レコメンドに乗っていない。 投稿頻度と投稿時間の見直し。ハッシュタグ設計。 週次

フォロワー増加数 期間内に増えたフォロワーの純増数。 継続的に情報を届けられる母集団の拡大を
把握する。

フォローする理由が伝わっていない／継続価値
が不明瞭。

プロフィール設計とアカウントテーマの明確化。 月次

視聴維持率 動画の平均的な視聴継続率。 コンテンツが最後まで見られているかを把握
する。

尺が長い／中盤で情報密度が落ちる／結論が
遅い。

構成の見直し。結論を早く提示する。冗長部分を削る。 投稿毎

動画完了率 動画を最後まで視聴した人の割合。 コンテンツの完結性・満足度を把握する。 結論部分が弱い／CTAがなく終わり方が曖昧。 結論と次アクション（CTA）を末尾に明示する。 投稿毎
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PURPOSE 02 INTEREST

興味・比較目的の KPI

見た人がどれだけ「もう一度見たい」「詳しく知りたい」と感じたかを測る目的。関心の深さを可視化する指標群です。

指標 意味 確認する目的 数値が低い原因 改善施策 確認頻度

保存数 後で見返すために保存された回数。 再視聴したい価値があるかを把握する。 情報が一過性／保存する必然性が弱い。 チェックリスト化／まとめ形式など保存動機を作る。 投稿毎

保存率 再生数に対する保存数の比率。 視聴者のうち関心の深い層の割合を把握す
る。

ターゲット外の視聴者に届いている。 ターゲット層を絞ったテーマ設計に見直す。 投稿毎

シェア数 他者に共有された回数。 第三者に伝えたくなる価値の有無を把握す
る。

共有する文脈がない／自分事化されていない。 共感型テーマや、話題化しやすい切り口を設計する。 投稿毎

コメント数 コメントの投稿数。 視聴者が反応するテーマかを把握する。 問いかけがない／議論を呼ぶ視点が欠けてい
る。

投稿末尾に問いを設ける。意見の余白を残す構成にする。 投稿毎

プロフィール遷移数 投稿からプロフィールへ遷移した回数。 「詳しく知りたい」と感じた層の量を把握する。 投稿単体で完結し、次の導線が示されていない。 プロフィール誘導のCTAを明示。冒頭に発信主体を提示。 投稿毎

プロフィール遷移率 再生数に対するプロフィール遷移の比率。 コンテンツからアカウントへの興味喚起の効
率を把握する。

プロフィールに行く動機が示されていない。 「続きはプロフィールへ」等の設計。プロフィール内容の再点検。 投稿毎
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PURPOSE 03 INQUIRY

問い合わせ獲得目的の KPI

興味関心層から実際の商談・問い合わせに至るまでの転換を測る目的。5つの代表指標を整理します。

指標 意味 確認する目的 数値が低い原因 改善施策 確認頻度

リンククリック数 投稿・プロフィールのリンクがクリックされた回
数。

外部サイトへ興味関心層を送客できている
かを把握する。

リンクの存在が示されていない／訴求が弱
い。

CTAを明確にする。リンク先の価値を投稿内で提示する。 週次

クリック率 表示回数に対するリンククリックの比率。 興味関心層のうち行動した割合を把握す
る。

ターゲット層以外に露出している／訴求文が
弱い。

ターゲット再定義とCTA文言の見直し。 週次

問い合わせ数 フォーム・電話等から入る問い合わせ件数。 SNS経由での実際の商談機会を把握す
る。

問い合わせフォームが分かりにくい／導線が
長い。

導線短縮とフォーム項目の見直し。SNS流入経路の明示。 月次

コンバージョン率 訪問数に対する問い合わせ完了の比率。 ランディング後の転換効率を把握する。 ランディングページの訴求と投稿の期待が乖
離している。

投稿とランディングのメッセージを揃える。 月次

月間問い合わせ件数 月次で集計した問い合わせ総数。 事業成果への直接貢献を月単位で把握す
る。

認知〜検討までの各段階で目詰まりが起きて
いる。

上位ファネルから順に指標を確認し、詰まっている段階を特定。 月次



CHAPTER 02 資料02 /13

WORKPASS SNS KPI DESIGN SHEET

PURPOSE 04 RECRUIT

採用目的のKPI

採用候補者が応募に至るまでの各段階を計測する目的。SNSの成果を採用成果として捉えるための6指標を整理します。

指標 意味 確認する目的 数値が低い原因 改善施策 確認頻度

採用ページ遷移数 SNSから採用ページに遷移した数。 採用検討層の送客量を把握する。 採用情報がSNS上で不足／リンクが目立たな
い。

採用テーマの投稿を継続的に配信。プロフィール内リンクの整備。 週次

説明会申込数 会社説明会・カジュアル面談等の申込件数。 候補者の関心度合いを行動ベースで把握す
る。

説明会の中身が伝わっていない／申込ハードル
が高い。

登壇者・アジェンダの見える化。カジュアル面談の導入。 月次

面談設定数 実際に面談が設定された件数。 候補者フローの前段が機能しているかを把
握する。

日程調整や連絡フローに離脱が発生している。 面談前の情報提供強化。日程調整ツールの導入。 月次

内定数 選考プロセスで内定を出した数。 採用プロセス全体の質を把握する。 母集団の質と選考基準がずれている。 SNSでの発信テーマと採用要件を整合させる。 月次

応募数 選考への応募件数。 SNS施策がKGI（応募）にどれだけ寄与した
かを把握する。

認知〜興味〜検討のいずれかの段階で目詰まり
がある。

上位指標から順に見て、詰まっている段階を特定・改善する。 月次

内定承諾率 内定に対して承諾された割合。 SNSで伝えた企業イメージと実態の整合性を
把握する。

SNSでの発信と実際の職場イメージに乖離があ
る。

現場社員のリアルな発信を増やす。入社後イメージを可視化。 月次
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WORKSHEET

目的別KPI設計ワークシート

P8で選択した目的に対して、KPIを書き込みます。1行目は記入例、2〜4行目は自社用の記入欄です。

目的 KPI（指標名） 目標 実績 達成率 備考

記入例  / 採用 採用ページ遷移数 300件 —（記入） —（自動算出） 四半期で見直し

目的①

目的②

目的③

目的④

NOTE目標数値は各社の事業目標に合わせて設定してください。本資料では市場ベンチマーク等の目安数値は掲載していません。
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PER POST

動画ごとに確認する指標

投稿単位で5指標を記録し、あわせて「仮説（狙い）」「結果」「考察」を残すことで、次回企画の精度が上がります。

5 METRICS TO LOG

METRIC 01

再生数
到達の総量

METRIC 02

保存数
再視聴意欲の強さ

METRIC 03

プロフィール遷移数
興味の深さ

METRIC 04

クリック数
行動への転換

METRIC 05

コメント数
反応の質

POST REVIEW TEMPLATE

仮説（狙い）／結果／考察の 3セットで残す

01 HYPOTHESIS

仮説（狙い）

この投稿は誰に何を届け、どの指標を伸ばす狙いか。投稿前に必ず記入する。

記入欄：

02 RESULT

結果

実際に得られた5指標の数値と、投稿後72時間時点の速報値を記録する。

記入欄：

03 INSIGHT

考察

仮説との差分・想定外の反応・次回に活かすポイントを言語化する。

記入欄：
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MONTHLY SHEET

月次KPI管理シート

月次で確認する6項目を、前月比・先月比・目標値の3列で管理します。同じフォーマットで継続することで推移が見えます。

管理項目 今月実績 前月比 先月比（増減） 目標値 コメント

フォロワー数

月間再生数

月間保存数

月間クリック数

月間問い合わせ数

月間応募数

NOTE目標値は自社の事業目標から逆算して設定してください。増減はコメント欄に要因分析を1行で残します。
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IMPROVEMENT CYCLE

改善施策の考え方

KPIは設計して終わりではなく、月次で回すことで意味が生まれます。 PDCAサイクルで運用する型を整えます。

PLAN

P
企画設計時に

指標ターゲットを設定

DO

D
投稿と指標の

同時記録

ACT

A
翌月の企画に

反映する

CHECK

C
月次で振り返り

要因を特定する

PLAN

企画時に「どの指標を伸ばす投稿か」を明記する

目的別KPIから1〜2指標を選び、投稿ごとの狙いを事前定義する。

DO

投稿と同時に、 P15のテンプレートで数値と仮説を記録する

記録は投稿後72時間・1週間・月末の3タイミングで残すと変化が見える。

CHECK

月次で振り返り、要因を特定する

上振れ・下振れの理由を、P18の診断フローに沿って言語化する。

ACT

翌月の企画テーマと KPI優先順位に反映する

改善施策は「必ず1つ」次月の企画会議で決めることをルール化する。

CYCLE
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DIAGNOSIS FLOW

数値が低かった時の診断フロー

数値が想定より下振れした時、原因を上から下に順番に確認します。改善は上位段階から手を入れるのが原則です。

STEP

01 再生数が想定より低かったかを確認する

認知の入口となる指標。ここが下振れなら、投稿のフックとテーマ設計を見直す。

確認する指標

再生数 ／ リーチ数 ／ インプレッション数

STEP

02 保存率・プロフィール遷移率を確認する

見た人の関心の深さ。ここが低ければ、ターゲットとテーマの適合度に問題がある。

確認する指標

保存率 ／ プロフィール遷移率 ／ 視聴維持率

STEP

03 CTA・プロフィール設計を確認する

関心があるのに行動されないなら、次の一手の導線が不明瞭。CTAと受け皿を点検。

確認する指標

リンククリック数 ／ クリック率 ／ プロフィール滞在の遷移

STEP

04 企画・フック・ターゲット設定を見直す

個別施策で戻らない場合は、上位のターゲットとテーマ軸自体を再設計する。

見直す対象

ターゲット層 ／ テーマ軸 ／ アカウントコンセプト
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SERVICES

株式会社WORKPASSの支援内容

WORKPASSは、採用支援・法人向けAI研修・動画制作・SNS運用代行の4領域を提供しています。本資料の主軸は「SNS運用代行」および「SNS戦略設計」です。

SERVICE 01

採用コンサル

採用戦略の設計から母集団形成、選考改善、定着を見据えた支援
まで伴走。

SERVICE 02

法人向けAI研修

生成AIを業務に落とし込み、社内活用を進めるための実践型研修を
提供。

SERVICE 03

動画制作

採用・広報など目的に合わせた動画を企画から撮影・編集まで一気
通貫で制作。

SERVICE 04 / 本資料の主軸

SNS運用代行

コンセプト設計・投稿企画・改善提案まで、アカウント運用をトータルで支
援。

WORKPASSが選ばれる理由

必要な支援を、必要な形で提案できる

単体でもセットでも、課題に応じて柔軟に対応。
01 戦略だけで終わらず、実行まで伴走できる

研修設計・動画制作・SNS運用・改善まで実行フェーズを支援。
02 経営・現場・発信をつなぐ視点がある

部分ではなく会社全体の整え方まで視野に。
03

SNS運用代行  / 対応範囲

コンセプト設計 ／ 投稿企画 ／ 撮影・編集 ／ 投稿代行 ／ 改善提案 ／ 月次レポート ／ 分析

アカウント設計から月次レポーティングまで、SNS運用に必要な業務を一気通貫でカバーします。

PRICE

SNS運用代行 ライトプラン

月額 300,000円
動画制作：50,000円〜／1本 | TEL：03-6820-0803（平日9:00〜18:00）
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CONSULTATION FLOW

相談から支援開始までの流れ

無料相談から運用開始・月次振り返りまで、 5STEPで進みます。必要に応じて途中の内容を柔軟に調整できます。

STEP 01

01
無料相談

現状の課題感を伺う

STEP 02

02
現状ヒアリング

事業目標と現状KPIを整理

STEP 03

03
企画設計

目的別KPIと運用方針を策定

STEP 04

04
運用開始

投稿・撮影編集・改善提案

STEP 05

05
月次振り返り

KPI推移と次月企画を議論

CONTACT

まずは無料相談から。

課題がまだ曖昧な段階でもご相談いただけます。何を優先すべきかの整理からご一緒します。

TEL：03-6820-0803受付時間：平日 9:00〜18:00workpass.jp
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RELATED MATERIALS

他の資料との連携

本資料（02）はKPI設計と月次運用を扱います。以下の資料と併せてご活用いただくと、 SNS運用の設計・改善の全体像がつかめます。

RESOURCE 01

SNS運用は内製？外注？

SNS運用の内製と外注の判断軸を整理する資料。KPIを設計する前段として、体制のあり方から検討したい方向け。

連携ポイント：本資料でKPI設計する前に体制を決めたい方に。

RESOURCE 03

30日投稿カレンダー

1ヶ月分の投稿テーマと配信リズムを設計するテンプレート。KPI設計後、実際の投稿計画に落とすための資料。

連携ポイント：本資料の目的別KPIを日々の投稿に紐付けたい方に。

RESOURCE 07

企業SNSでよくある失敗 50選
実運用で陥りがちな失敗パターンを事例形式で整理。KPI設計と合わせて回避策を先取りできる資料。

連携ポイント：本資料の診断フローと組み合わせると原因特定が早い。

RESOURCE 08

伸びる／伸びない企業 SNS
成果につながる企業SNSの共通点と、伸び悩みが続く運用の傾向を整理。KPI設計の背景理解が深まる資料。

連携ポイント：本資料の目的別KPIの選び方に迷った際の参考に。
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FREE CONSULTATION / 無料相談のご案内

SNS改善を、感覚ではなく
数値で進めたい方へ。

現状の数値を見ながら、改善施策を実行する支援も可能です。

SNS運用の数値分析と改善支援について、無料相談を受け付けています。

TELEPHONE

03-6820-0803
受付時間：平日 9:00〜18:00

WEBSITE

workpass.jp
株式会社WORKPASS ／ 採用・AI研修・動画・SNSの伴走支援

株式会社WORKPASS / SNS KPI DESIGN SHEET / RESOURCE 02 THANK YOU


